
平成３０年度 成績概要書 
課題コード（研究区分）： 3101－344271 （経常（各部）研究） 
                        
１．研究課題名と成果の要点 
１）研究成果名：営農情報を利用した乳牛の周産期管理モニタリング法 

  （研究課題名：営農情報を活用した周産期管理手法の開発） 
 ２）キーワード：死亡による廃用（死廃）、牛群検定データ、家畜診療データ、周産期疾病 
 ３）成果の要約：収支、乳生産に負の影響をおよぼす死廃割合を周産期の健康指標とした。死廃割合を低減

するための周産期モニタリング項目は、牛群および個体の初回検定乳成分値異常割合と死産割合、乾乳
期のボディーコンディションスコアなどの牛体観察である。飼養管理では産褥牛の監視、分娩前の移動
を最小限にすることなどが重要である。 

 
２．研究機関名 
 １）担当機関・部・グループ・担当者名：酪農試・酪農研究部・乳牛 G・主査（繁殖）小山毅 地域技術 G  
  ２）共同研究機関（協力機関）：（農政部技術普及課酪農試駐在、根室農業改良普及センター、根室生産連、

JA 中標津、北海道ひがし農業共済組合、酪農学園大学） 
３．研究期間：平成 27～29 年度 （2015～2017 年度） 
４．研究概要 
 １）研究の背景 
 乳牛において周産期の健康状態が悪化することは酪農経営や生産性におよぼす影響も大きい。周産期の健康
状態の悪化は、周産期における飼養管理に問題点があると考えられる。周産期の健康状態を悪化させるリスク
要因を選定し、継続的にモニタリングを行うことで、酪農場における周産期飼養管理の改善および周産期疾病
を低減することが可能になると考えられる。 
２）研究の目的  
牛群検定、家畜診療およびクミカンデータ（以下営農情報）を活用し、酪農場の収支または乳生産に悪影響

を及ぼす周産期の健康状態に関する指標（以下健康指標）の選定を行う。同時に現地酪農場の実態調査を行い、
選定した健康指標に関連する飼養管理上のリスク要因の選定も行う。これらの結果を用い、酪農関係者が簡易
に周産期管理の問題点を把握可能なモニタリング法の提示を行う。 
 

５．研究内容 
 １）酪農場の収支または乳生産性を低下させる健康指標の選定 
・ねらい：酪農場のクミカン収支および乳生産等に悪影響をおよぼす周産期の健康指標を選定する。 
・試験項目等：【調査対象】草地型酪農地帯 A農協管内の牛群検定実施農家 76戸（放牧以外） 

【調査項目】牛群における分娩後 56 日以内の死亡による廃用（以下死廃）の発生状況、305
日乳量、クミカン収支など。多変量解析を実施。 

２）牛群および牛個体における周産期の健康状態モニタリング項目の選定  
・ねらい：周産期の健康状態をモニターするため、周産期において重点的に監視すべき項目を選定する。 
・試験項目等：【調査対象】上記 A農協管内の牛群検定実施農家 76戸（放牧以外）および当該農場で分娩し

た牛約 5 万頭。【調査項目】分娩後 56 日以内の死廃割合、周産期疾病発生状況、初回検定時
の乳成分値異常、分娩状況など。多変量解析を実施。 

 ３）現地酪農場における周産期健康指標を悪化させるリスク要因の解明  
・ねらい：周産期の健康状態の悪化を予防または予測するために、分娩までの牛の状態および周産期の飼養

管理を調査し、健康指標を悪化させる飼養管理に関連したリスク要因を明らかにする。 
・試験項目等：【調査対象】上記 A農協管内の牛群検定実施農家 23戸（放牧以外）。【調査項目】乾乳期の

牛の太り具合、飼料摂取状態、跛行の有無、飼養管理状態など。多変量解析を実施。 
６．成果概要 
1） 牛群の分娩後 56日以内の死廃割合および第四胃変位治療割合が増加するとクミカン収支は減少した（表 1）。

また死廃割合が増加すると牛群の 305日乳量が低下した（データ略）。周産期における健康状態の指標とし
て、牛群検定で容易に確認できる死廃割合が適当であると考えられた。 

2）-（1）牛群における死廃割合と関連のある項目は、①初回検定時の乳脂肪率異常割合、②同乳中の体細胞リ
ニアスコア（以下リニアスコア）異常割合および③死産割合であった。牛群の死廃割合への影響を基準にこ
れらの警戒値を算出し、牛群の死廃割合との関係を図 1 に示した。また死廃割合が 2.0％以上であった牛群
は、2.0％未満の牛群と比較して牛群の平均 305 日乳量が低下していた（9,277 vs 9,486 ㎏、P< 0.05）。 

2）-（2）牛群検定および家畜診療データにおいて、牛個体における死廃の発生と関連があった項目は、①初回
検定時の乳脂肪率およびリニアスコア異常、②分娩後 56 日以内の乳熱治療、③同ケトーシス治療、④同第
四胃変位治療および⑤産褥熱治療であった（図 2）。 

3）-（1）乾乳期から分娩までの牛の状態で死廃に関連する事象のリスク要因は、①過肥（ボディーコンディシ
ョンスコア、BCS≧3.75）、②牛体の汚れ（衛生スコア≧4）、③跛行あり（跛行スコア≧3）、④飼料摂取
量不足（ルーメンフィルスコア、RFS≦2）、⑤飛節スコア≧3、⑥双子および⑦難産であった（図 2）。 

3）-（2）周産期の飼養管理において死廃に関連する事象のリスク要因は、①分娩前の牛移動回数、②乾乳期お
よび分娩場所における休息場所の状態、③乾乳期の飼槽幅、④産褥牛（分娩後 3週間）への監視の有無であ
った（データ略）。周産期における死廃関連項目のリスク要因を図 2 に整理した。 
以上の結果をもとに、営農情報を活用した周産期飼養管理モニタリング法の運用方法を図 3に示した。 



＜具体的データ＞ 

  
 

  

 
７．成果の活用策 
 １）成果の活用面と留意点 
・酪農関係者が周産期管理を改善する際の参考とする。 
・本研究は草地型酪農地帯において牛群検定および家畜共済を利用している、放牧飼養以外の酪農場のデータ
を用いた。 

 ２）残された問題とその対応  なし 
８．研究成果の発表等 小山毅（2018） 日本畜産学会第 124 回大会講演要旨集 p.123  
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図 2.周産期における死廃関連要因とその関係 

図 1. 警戒値によって区分した場合の死廃割合 
乳脂肪率異常：初回検定乳脂肪率≧5％、LS 異常：同リニアスコア≧5 

分娩後における取組 乾乳～分娩時における取組

・乳脂肪異常割合（≧19％）

・死産割合（≧4％）

・死廃割合（≧2％）
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【繁殖Web_DLで牛群をモニター】

【乾乳牛の観察を行う】

過肥（BCS≧3.75）である

スタート

【産褥牛への監視を強化】

・体温測定の実施

・悪露性状の監視

・腹部の凹みの有無を監視 第四胃変位、乳成分異常、

ケトーシスが多い1）。

異常牛の早期発見・治療

に努める。
産褥熱、死産、乳熱が

多い1）。

①最優先に実施

分娩場所の環境未整備

・飼養密度の緩和

・分娩前移動回数の削減

・肢蹄の治療を行う。

・敷料を投入する。

・搾乳牛の群分け見直し

・搾乳牛の栄養設計見直し

・搾乳牛の繁殖管理の見直し

②問題点の整理を行う

③予防のための対処を行う

【牛群検定、診療データ活用】

牛体が汚れている（HGS≧4）

観察頻度：週1回程度

飼料摂取状態が悪い（RFS≦2）

観察頻度：週1回程度

観察頻度：毎日

観察時期：乾乳時

【飼養管理の見直し】
*これらの事象が発生した牛は分娩後の監視強化。

肢蹄に問題がある
（跛行スコア≧3、飛節スコア≧3）

・牛床・パドックの整備

・牛床・パドックの整備

・床が滑らない様にする。

1）第四胃変位；5％、産褥熱；6％、乳熱；9％（調査農場発生率の中央値）、乳脂肪率異常；19％、リニアスコア異常；9％、死産；4％（警戒値）以上の場合

*牛群に問題が無くても恒常的に実施。

・肢蹄の状態を調べる。

図 3.営農情報を活用した周産期管理モニタリングの運用方法 

個体観察＆牛群の発生割合も注意（乳検、Web閲覧可）

個体観察＆牛群の発生割合も注意（乳検、Web閲覧不可）

個体観察（目視、診療データ）

1) 肥満度；1（痩）～5（太）。基準はBCS 2.75~3.25
2）蹄～飛節の75％以上が糞で覆われている
3）起立時に背が湾曲
4）飼料摂取状態；1（食べてない）～5（食べてる）
5）飛節の傷の程度；1（なし）～5（酷い傷）

＊各矢印上の数値はハザード比（分娩後）またはオッズ比（乾乳
～分娩まで）。事象の発生確率の比率を意味する。
例）跛行スコア≧3の場合、≦2と比較して乳熱発生確率が2.0倍。

死産は牛個体においては死廃との関係が不明瞭だが、
牛群の発生割合では関係が認められた。

表1. クミカン収支と周産期の健康指標との関係

変数 係数 標準誤差 P値

死廃1)割合（％） -0.412 0.191 <0.05

除籍2)割合（％） -0.047 0.153 0.76

死産割合（％） -0.239 0.141 0.09

乳蛋白異常3)割合（％） -0.144 0.071 <0.05

リニアスコア異常4)割合（％） -0.134 0.087 0.13

第四胃変位治療5)割合 -0.442 0.156 <0.01

乳房炎治療5)割合 -0.068 0.033 <0.05

1)分娩後56日以内、2）同乳用売却以外の除籍、3）分娩後56日以内の初回検定時

乳蛋白質率≦2.8％、4）同リニアスコア≧5、5）分娩後56日以内の治療


